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背景と目的 

 従来の身体所有感研究では，ラバーハンド錯覚

などの自他の身体を介在させるものが主流であ

る(Botvinick & Cohen, 1998)．我々の研究室では，

ラバーハンド錯覚と同様の原理を適用したもの

としてダブルタッチ錯覚を報告している(Sato et 
al., 2024)．ダブルタッチ錯覚とは，自他の指に同

期的な接触を行うことで，自己の指が他人の指ま

で伸長し，長くなったように感じる錯覚である．

我々は最近，ダブルタッチ錯覚を自己の左右の身

体に対して適応した自己溶接錯覚を発表した(髙
橋他, 2024).自己溶接錯覚とは，体験者の左右の指

に実験者が同期的な接触を行うことで，左右の指

が繋がったように感じる錯覚である(a). 
我々は，自己溶接錯覚が生じる理由として，こ

の錯覚がダブルタッチ錯覚と同じ構造をもつこ

とから，左右の指が互いに伸長し空間的に重複し

た時に接合が知覚されていると仮説を立てた．本

研究では，この仮説を検証するため，身体接合時

に生じているとされる指先の位置感覚のドリフ

トに着目し，その時間発展について検討を行った．  
方法 
 健康な大学生 21 名が実験に参加した．ただし，

データに不備があった１名を解析から除外した. 
実験条件を(b)に示す．距離要因（near : 4cm, far : 

6cm）と同期性要因（sync, async）を設けた． 
 実験環境を(c)に示す．位置情報をモニタするた

めに，Unity，ベースステーション 1.0，VIVE トラ

ッカーを使用した．  

 実験手続きを(d)に示す．はじめに初期位置計測

として，目を閉じた状態で，実験者に触れられた

指先の位置に，頭の中心を合わせて報告してもら

った．参加者には，錯覚体験中も同様に，指先の

位置感覚を頭の中心に合わせ続けることで示し

てもらった．初期位置の値を 0とし，左右それぞ

れの移動量を計測した． 

結果と考察 

 ドリフト量の平均値を(e1)に，ブートストラッ

プ法を用いてその経時的な95%信頼区間を求めた

結果を(e2)に示す．同期条件では，3.5 ~ 4.5cm ほ

ど左右の指先が互いに重なり合う方向にドリフ

トしていることから，我々の仮説が支持された．

また，非同期条件をベースラインとすると, 同期

条件では，右手の 4cm および 6cm 条件，左手の

4cm 条件では 10 ~ 15 秒付近で，左手の 6cm 条件

では，20 ~ 25 秒付近でドリフトが確認された． 
非同期条件でもドリフトが生起していたこと

は, 指と指を向かい合わせることが, それ自体で

指の身体像に一定の歪みを生じさせていること

を示唆するものである.  
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※タップの速さは約240bpm


